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変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に　

氏
子
と
と
も
に
あ
る
神
幸
祭

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
我
が
国
に
も
大
き
な
疫
災
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
か
ら
丸
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
た
よ
う
に
出
口
の
光
明
は

見
え
ず
、い
つ
終
息
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、人
々
の
生
活
や
価
値
観
は
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。神
社
に
お
い
て
は
お
祭
り
を
行
う
事
が
神
明
奉
仕
の
基
本
で
す
が
、

氏
子
崇
敬
者
の
集
ま
り
が
出
来
な
い
事
で
中
止
、
ま
た
は
規
模
を
縮
小
し
て
行
う
事
が
精
一
杯
で
し
た
。
神
社
に
よ
っ
て
は
神
輿
の
渡
御
を
人
が
担
ぐ
の
で
は
な
く
、
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
に
神
輿
を
乗
せ
る
事
で
代
わ
り
と
し
て
行
う
事
例
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
苦
渋
の
決
断
で
、
そ
れ
を
否
定
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
祭
り
の
賑
わ
い
や
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
令
和
二
年
か
ら
様
々
な
祭
典
が
元
の
通
り
に
斎
行
出
来
ず
に
お
り
ま
す
。
年
間
で
七
十
以
上
の
祭
典
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
八
月
二
日
の
神
幸
祭

は
氏
子
が
直
接
奉
仕
す
る
唯
一
の
祭
典
で
、
旧
神
領
地
に
住
む
氏
子
の
方
々
が
神
輿
や
幡
旗
、
威
儀
の
も
の
な
ど
を
担
ぐ
事
で

齋
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
神
幸
祭
の
御
奉
仕
を
お
願
い
し
て
い
る
町
内
は
、
江
戸
幕
府
か
ら
寄
進
さ
れ
た
旧
神
領
地
で
あ
る
上
落
合（
旧
与
野
市
）や
新し

開び
ら
き（
旧
浦
和
市
）、
ま
た
忌
垣
と
称
す
る
区
域
内（
大
宮
町
・
大
成
村
・
土
呂
村
・
本
郷
村
・
北
袋
村
・
天
沼
村
・
加
茂
宮
村
の

旧
七
か
町
村
の
事
）で
、
現
在
の
町
名
で
は
上
落
合
・
新
開
・
堀
の
内
町
・
土
手
町
・
大
成
町
・
東
大
成
町
の
六
町
内
の
氏
子
の

皆
様
、
こ
こ
に
神
社
の
祭
礼
や
行
事
に
御
奉
仕
頂
く
氏
子
青
年
会
の
皆
様
に
も
加
わ
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
六
町
内
か
ら
は
神
饌
で
あ
る
鏡
餅
の
奉
納
も
頂
く
他
、
上
落
合
地
区
は
元
来
、
神
幸
祭
に
用
い
る
小
麦
藁
や
莚
の
奉
納
を
頂

い
て
い
た
地
区
で
あ
る
事
か
ら
、現
在
で
も
小
麦
藁
か
ら
氏
子
の
手
で
三
十
枚
の
莚
を
編
ん
で
作
り
御
奉
納
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
長
い
伝
統
の
あ
る
神
幸
祭
を
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
た
め
、
六
町
内
の
皆
様
に
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

他
の
町
内
の
氏
子
様
に
お
き
ま
し
て
も
御
祭
神
の
恩
頼
が
蒙
り
ま
す
よ
う
、
御
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

御霊代を遷し拝殿を出る神輿

各町内から奉納の鏡餅と
玉串を捧げる氏子代表

（一昨年前は舞殿で斎行）

橋上祭での小麦藁莚

上落合の莚編み作業
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氷
川
神
社
に
鈴
の
緖
が
無
い
理
由

神
社
で
鳴
ら
さ
れ
る
鈴

　
多
く
の
神
社
に
は
、
社
殿
前
に
銅
や
真
鍮
製
の
大
き
な
鈴
が
吊
ら
れ
て
お
り
、
鈴
の
緖
と
し
て
麻
縄
や
、
紅
白
・
五
色
の
布
な

ど
を
垂
ら
し
て
、
参
拝
者
は
こ
れ
を
振
り
動
か
し
て
鈴
を
鳴
ら
し
、
お
参
り
を
し
ま
す
。
社
頭
に
設
け
ら
れ
た
鈴
は
、
そ
の
清
々

し
い
音
色
で
参
拝
者
を
敬
虔
な
気
持
ち
に
す
る
と
と
も
に
参
拝
者
を
祓
い
清
め
、神
霊
の
発
動
を
願
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
当
社
の
拝
殿
の
前
に
鈴
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
か
つ
て
あ
っ
た
神
社
の
社
格
制
度
が
関
係
し
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
官か

ん
国こ

く
幣へ

い
社し

ゃ（
官か

ん
幣ぺ

い
社し

ゃ
と
国こ

く
幣へ

い
社し

ゃ
の
総
称
。
官
幣
社
は
神
祇
官
か
ら
幣へ

い
帛は

く
が
供
さ
れ
る
神
社
、
国
幣
社

は
国
司
か
ら
幣
帛
が
供
さ
れ
る
神
社
）で
あ
っ
た
神
社
の
拝
殿
に
は
鈴
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
明
治
天
皇
は
、
畏
く
も
新
政
治
の
大
本
を
古
来
の
祭
政
一
致
の
道
に
戻
す
べ
く
、
当
社
に
詔
を
賜
い
御
親
祭
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
元
年
に
神
祇
官
が
再
興
さ
れ
、
同
四
年
に
は
、
新
し
い
官
国
幣
社
の
定
額
と
職
制
な
ど
が
制
定
、
当
社
も
官
幣
大
社
に
列
せ

ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
国
家
の
祭
祀
を
行
う
大
社
と
し
て
、ふ
さ
わ
し
い
姿
を
整
え
る
べ
く
社
殿
や
境
内
を
大
幅
に
改
造
し
ま
し
た
。

明
治
十
五
年
に
は
、
三
社
あ
っ
た
旧
本
殿
を
相
殿
と
し
て
一
社
に
し
、
ま
た
昭
和
十
五
年
に
は
皇
紀
二
千
六
百
年
を
祝
し
、
現
在

の
本
殿
や
拝
殿
、
楼
門
、
廻
廊
、
舞
殿
な
ど
を
造
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

　
巫
女
や
神
楽
師
が
神
楽
舞
を
舞
う
際
に
用
い
る
神
楽
鈴
も
、
社
頭
の
鈴
と
同
様
の
意
味
に
よ
る
も
の
で
す
。
古
く
は
巫
女
が
神

楽
を
舞
う
事
に
よ
り
神
憑
り
し
て
人
々
に
神
の
意
思
を
伝
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
巫
女
に
よ
る
神
楽
舞
が
優
雅
な
形
に
定
め
ら
れ
、
神
憑
り
と
い
う
よ
り
神
慮
を
慰
め
る
も
の
と
し
て
の
意
味
合
い
が

強
く
な
り
、
参
拝
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
鈴
振
り
行
事
は
、
祓
い
清
め
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、
御
守
な

ど
の
授
与
品
に
鈴
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
魔
除
け
や
厄
除
け
開
運
の
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

一
月　
　
一
日　
歳
旦
祭

　
　
　
　
二
日　
日
供
始
祭

　
　
　
　
三
日　
元
始
祭

　
　
　
　
七
日　
昭
和
天
皇
遙
拝
式

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
兼
題　
友
）

　
　
　
　
　
　
　
成
人
祭

　
二
月
　　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日　
節
分
祭　
　
　

　
　
　
　
　
※
撒
豆
式
は
中
止

　
　
　
　
五
日　
初
午
祭（
稲
荷
神
社
）

　
　
　
　
七
日　
的
神
事

　
　
　
十
一
日　
紀
元
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
兼
題　
公
魚
）

　
　
　
十
七
日　
祈
年
祭

　
　
二
十
三
日　
天
長
祭

三
月　
　
一
日　
月
次
祭　

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
兼
題　
初
桜
）

　
　
　
　
　
　
　
郷
神
楽
祭

　
　
二
十
一
日　
春
分
祭

　
　
　
　
　
　
　
皇
霊
殿
遥
拝
式

浦安の舞での神鈴

神楽師の振る神楽鈴

福鈴（大湯祭授与品）
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正
月
三
が
日

正
月
の
恒
例
行
事

正
月
特
別
紙
朱
印　

正
月
限
定
守

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
必
勝
祈
願

氏
子
総
代
初
祈
祷
祭

社
頭
往
来
①

　
一
月
十
三
日
、
氏
子
総
代
・
評
議

員
約
八
十
名
参
列
の
も
と
新
年
の
初

祈
祷
祭
を
行
い
、
皆
様
の
無
病
息
災

を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
の
正
月
は
穏
や
か
な
陽

気
に
恵
ま
れ
、一
日
は
約
九
十
万
人
、

二
日
は
約
五
十
万
人
、
三
日
は
約

五
十
万
人
で
、
三
が
日
の
初
詣
参
詣

者
は
約
百
九
十
万
人
で
し
た
。

　
一
日
に
は
三
の
鳥
居
付
近
に
て
大

宮
鳶
職
組
合
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
が
、

二
日
、
三
日
に
は
第
一
駐
車
場
に
埼

玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血

バ
ス
が
運
行
、
三
日
に
は
舞
殿
に
て

大
宮
能
楽
研
究
会
に
よ
る
謡
初
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
月
特
別
紙
朱
印
は
一
月
一
日
よ

り
授
与
を
開
始
、
準
備
分
の
二
万
枚

は
一
月
十
六
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
箱
型
の
御
力
守
は
同
じ
く
一

月
一
日
か
ら
授
与
を
開
始
し
、
一
月

十
五
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
一
月
十
日
、大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

の
佐
野
秀
彦
代
表
取
締
役
社
長
、
原

博
実
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
本
部
長
、
相
馬

直
樹
監
督
が
玉
串
を
捧
げ
、
今
季
の

必
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

写真提供：大宮アルディージャ
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大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

サ
ポ
ー
タ
ー
必
勝
祈
願

防
災
訓
練

春
の
婚
礼
展
開
催

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

大
宮
二
十
景
入
賞
作
品
展
示

一
の
鳥
居
改
修
工
事

　
一
月
二
十
五
日
、
大
宮
消
防
署
の

指
導
の
も
と
、
放
水
訓
練
や
消
火
器

を
用
い
た
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
二
月
十
一
日
、
春
の
婚
礼
展
と
し

て
婚
礼
品
展
示
会
並
び
に
新
規
御
相

談
会
及
び
模
擬
結
婚
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
尚
、
新
規
相
談
会
の
み
は

一
月
二
十
二
日
、三
月
五
日
に
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
二
月
七
日
よ
り
十
七
日
ま
で
大
宮

区
主
催
の
大
宮
二
十
景
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
二
十
四
点
の
廻

廊
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
尚
、
入
賞

作
品
は
さ
い
た
ま
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
御
覧
頂
け
ま
す
。

　
二
月
一
日
、
一
の
鳥
居
の
改
修
工

事
に
あ
た
り
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行

　
二
月
二
十
五
日
、
境
内
に
て
宇
宙

劇
場
の
出
張
「
星
を
見
る
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
宙
劇
場　

星
を
見
る
会

社
頭
往
来
②

　
二
月
十
六
日
、
境
内
の
稲
荷
神
社

に
て
鳥
居
の
奉
納
を
さ
れ
た
株
式
会

い
ま
し
た
。
設
計
は
日
本
建
築
工
藝

設
計
事
務
所
、
施
工
は
株
式
会
社
渋

谷
に
て
、鳥
居
の
柱
交
換
、基
礎
新
設
、

屋
根
銅
板
の
葺
き
替
え
、
塗
装
の
塗

り
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。
工
期
は

五
月
十
五
日
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、

期
間
中
は
車
両
通
行
止
め
に
な
り
一

定
期
間
は
歩
行
者
も
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

社
ク
ロ
ー
バ
ー
様
参
列
の
も
と
、
奉

納
奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
五
日
、大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催
に
あ
た

り
、
佐
野
秀
彦
社
長
と
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
必
勝
祈
願

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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三
月
十
二
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

舞
殿
に
て
新
陰
流
正
伝
上
泉
会
会
長

長
島
正
紀
氏
他
会
員
に
よ
り
演
武
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
十
八
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

舞
殿
に
て
正
統
正
流
無
雙
直
傳
英
信

流
居
合
道
国
際
連
盟
会
長
の
小
原
憲

一
氏
他
会
員
に
よ
り
演
武
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
一
日
、
勅
使
館
及
び
呉

竹
荘
に
て
埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟
の
春

の
茶
会
が
開
催
さ
れ
、
さ
い
た
ま
市

　
三
月
五
日
、
独
立
リ
ー
グ
の
埼
玉

武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
の
角
晃
多
代

表
取
締
役
社
長
、
西
崎
幸
広
監
督
が

玉
串
を
捧
げ
、
今
季
の
必
勝
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
三
月
一
日
よ
り
御
本
殿
の
西
側
待

合
所
に
て
埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の「
神

主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」に
先
行

し
て「
埼
玉
の
神
社
　
御
朱
印
展
」を

開
催
致
し
ま
し
た（
四
月
二
日
ま
で
）。

埼
玉
の
神
社
御
朱
印
展

新
陰
流
正
伝
上
泉
会
奉
納
演
武

埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟　

春
の
茶
会

社
頭
往
来
③

長
清
水
勇
人
様
他
、
県
内
外
か
ら
約

二
五
〇
名
の
参
加
者
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
茶
席
　

静
風
流
　
　
　
　
　
　
小
川
光
和

方
円
流
　
　
　
　
　
　
丹
波
祥
園

専
心
小
笠
原
流
煎
茶
　
川
野
香
星

写真提供：埼玉武蔵ヒートベアーズ

埼
玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

必
勝
祈
願

春
の
特
別
紙
朱
印
「花
し
づ
め
」

春
の
限
定
お
守
り
「咲
守
」

正
統
正
流
無
雙
直
傳
英
信
流

　

居
合
道
国
際
連
盟
奉
納
演
武

　
三
月
十
八
日
よ
り
春
の
特
別
紙
朱

印
「
花
し
づ
め
」（
四
月
一
日
授
与
終

了
）、ま
た
春
の
限
定
お
守
り「
咲
守
」

の
授
与
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
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埼
玉
県
神
社
庁
主
催 

「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」

　
三
月
二
十
六
日
、
境
内
に
て
埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の
教
化
事
業
「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
社
神
職
に
よ
る
境
内
案
内
の
他
、
県
内

神
職
約
四
十
名
が
案
内
や
説
明
を
担
当
し
、
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展
、
川
越
祭
り
ば
や
し
「
川
越
市
中
台
囃
子
連
中
」 

、
神
楽
舞
・
雅
楽
の
奉
奏
、
神
話
デ
ジ
タ
ル

紙
芝
居
、
御
朱
印
帳
作
り
や
祓
詞
浄
書
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
共
催
で
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
神
道
入
門
講
座（
埼
玉
県
神
社
庁
武
田
淳
参
事
）」、「
神

社
と
防
疫
祭
祀（
帝
京
大
学
講
師
加
藤
健
司
先
生
）」、 「
神
社
と
日
本
神
話（
國
學
院
大
學
平
藤
喜
久
子
先
生
）」
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
参
道
で
は
大
宮
の
グ

ル
メ
が
集
ま
る
「
氷
川
マ
ル
シ
ェ
」、
埼
玉
中
央

青
年
会
議
所
に
よ
る
「
神
社
散
策
ツ
ア
ー
」
や
「
神

話
紙
芝
居
」、「
和
傘
の
参
道
　
和
傘
タ
ワ
ー
」
な

ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

神話カレンダー原画展

神楽舞　豊栄の舞

川越祭りばやし「川越市中台囃子連中」

講座「神社と日本神話」

神話デジタル紙芝居

御朱印帳作り・祓詞浄書体験
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氷
川
神
社
参
道
や
神
池
、
大
宮
公
園
の
恵
み
を
求
め
て
多
く
の
野
鳥
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
部
を
御
紹
介
し
ま
す
。

特
に
参
道
の
ツ
ミ
や
本
殿
裏
の
オ
オ
タ
カ
は
多
く
の
方
が
写
真
を
撮
影
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

写真提供：齋藤　裕  氏

ツミの番
つが

いツミの雛

カルガモの親子ビンズイ

ハクセキレイアオバズクの親子

オオタカオオタカの親子・雛
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（
敬
称
略
）

一
月
　
九
日
　
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人

　
　
　
十
日
　
陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
大
宮
駐
屯
地
司
令
傳
林
寿
弘

　
　
十
六
日
　
埼
玉
県
神
社
庁

　
　
十
九
日
　
牛
久
市
商
工
会

　
　
二
十
日
　
一
万
人
の
お
宮
奉
仕

　
二
十
九
日
　
白
金
猿
町
町
会

　
　
　
　
　
　
北
足
立
支
部
役
員
会
総
会

二
月
　
五
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
「
神
主
さ
ん
と
行
く
神
社
参
り
」

　
　
　
　
　
　
阿
含
宗
埼
玉
道
場

　
　
十
一
日
　
毎
日
興
業（
株
）

　
　
十
二
日
　
武
蔵
菊
花
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
毎
日
興
業（
株
）

　
　
　
　
　
　
グ
レ
イ
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
株
）

　
　
十
四
日
　
株
式
会
社
小
西
美
術
工
藝
社

　
二
十
五
日
　
御
嶽
神
社
氏
子
総
代
会

　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

　
　
　
　
　
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

三
月
　
六
日
　
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
理
事
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
　
十
二
日
　
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
株
）

　
　
　
　
　
　
新
陰
流
正
伝
上
泉
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
総
会

　
　
十
三
日
　
川
島
町
年
金
者
連
盟

　
　
十
四
日
　
大
宮
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
十
八
日
　
正
統
正
流
無
雙
直
傳
英
信
流

　
　
　
　
　
　
　
居
合
道
国
際
連
盟

　
　
二
十
日
　
神
道
婦
人
会

　
二
十
一
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
「
神
主
さ
ん
と
行
く
神
社
参
り
」

　
二
十
九
日
　
八
幡
大
神
社（
秩
父
市
）

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

二
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊

三
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花
春草流　　　　栗原春彩

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御

篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
一
万
人
の
お
宮
奉
仕

・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
大
宮
支
店

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

※
一
月
は
社
会
情
勢
に
鑑
み
中
止 古流松藤会　　川嶋理智

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

　
此
度
、
遠
嶋
真
弓
氏
、
脇
坂
由
美

氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
「
ひ
ふ
み
」
と
題

し
た
藤
の
絵
画
の
奉
納
を
頂
き
ま
し

た
。御
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
此
度
、
氷
川
の
杜
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
方
々
、
約
四
十
名
に
ウ
メ
や

モ
ミ
ジ
の
植
樹
と
堆
肥
の
散
布
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

絵
画
奉
納
御
礼

参
道
植
樹



武　蔵　一　宮 （10）第二十五号

　
戦
国
時
代
が
終
わ
る
と
泰
平
の
世
が
訪
れ
、
江
戸
幕
府
の
寄
進
に
よ
り
社
領

が
認
め
ら
れ
、
神
社
の
運
営
は
そ
こ
か
ら
の
年
貢
等
で
行
う
事
に
な
り
ま
す
。

　
右
の
図
は
当
社
の
境
内
を
描
い
た
絵
図
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
で
、
寛

文
七
年（
一
六
六
七
）の
社
殿
造
営
以
前
の
境
内
配
置
を
伝
え
る
唯
一
の
絵
図

に
注
釈
を
つ
け
た
も
の
で
す
。
こ
の
頃
は
、
男
体
社（
図
で
は
本
社
）、
女
体

社（
図
で
は
稲
田
）、
簸
王
子
社（
図
で
は
火
の
お
う
し
）で
も
っ
て
氷
川
神
社

で
あ
り
、
観
音
寺
や
愛
染
坊
な
ど
も
境
内
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
当
社
は
神
仏
習
合
の
神
社
で
あ
り
、
神
社
の
運
営
は
神
主
家

を
中
心
と
し
て
神
職
組
織
や
社
僧
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
配
当

は
寺
社
奉
行
か
ら
の
裁
定
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
原
則
的
に
均
等
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
寺
社
奉
行
は
氷
川
神
社
を
安
定
し
て
運
営
す
る
為
、
さ
ま
ざ
ま
な

裁
定
を
行
い
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

鎮
座
地
　
東
京
都
渋
谷
区
東
二-

五-

六

由
　
緒
　
古
く
よ
り
「
氷
川
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
、
旧
下
渋
谷
村
・
下
豊
沢

村
の
総
鎮
守
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
た
。
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）に
記
さ
れ

た
渋
谷
区
指
定
文
化
財
の
『
氷
川
大
明
神
并
宝
泉
寺
縁
起
絵
巻
』
に
よ
れ
ば
、

景
行
天
皇
の
御
代
に
、
日
本
武
尊
が
東
征
し
た
際
に
素
盞
鳴
尊
を
勧
請
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
う
。
こ
う
し
た
由
緒
か
ら
、
渋
谷
氷
川
神
社
は
渋
谷
最
古

の
神
社
と
さ
れ
る
。

　
弘
仁
年
間（
八
一
〇
～
八
二
四
）に
慈
覚
大
師
こ
と
円
仁
が
宝
泉
寺
を
開
基

し
、
そ
れ
以
後
は
別
当
寺
と
な
っ
た
。
慶
長（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）の
頃

に
社
殿
を
建
立
、
そ
の
後
た
び
た
び
修
復
さ
れ
、
享
保
十
九
年（
一
七
三
四
）

発
願
、
同
二
十
一
年（
一
七
三
六
）に
社
殿
が
再
建
さ
れ
た
。
現
在
の
社
殿
は

昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）に
氏
子
町
内
の
寄
付
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
。

か
つ
て
境
内
に
あ
っ
た
神
木「
常
盤
松
」が
地
名
と
し
て
現
在
に
残
っ
て
い
る
。

御祭神
素盞嗚尊　稲田姫命　大己貴尊　天照皇大神

常盤松の碑

29

も
ん

（
門
）

本
社

（
男
体
宮
）か

り
て
ん

（
仮
殿
）

あ
つ
ま

（
吾
妻
）

ご
せ
ん
所

（
御
饌
所
）

か
く
ら
所

（
神
楽
所
）

火
の
お
う
し

（
火
王
子
宮
）

か
ん
の
ん

（
観
音
）

あ
い
せ
ん
坊

（
愛
染
坊
）

小
ほ
り

つ
の
ゐ

（
小
祝 

角
井
）

ん
め
本
坊

（
梅
本
坊
）

ほ
う
し
や
く
ほ
う

（
宝
積
坊
）

た
い

　
せ
う
坊

（
大
聖
坊
）

し
よ
う

　
楽
坊

（
常
楽
坊
）

せ
う

　
林
坊

（
正
林
坊
）

か
ん
の
ん
坊

（
観
音
坊
）

そ
ほ
り

　
ひ
か
ハ

（
副
祝

  

氷
川
）

火
の
た
ゆ
ふ

　
　
　
内
く
ら

　
　（火
の
大
夫

　
　
　
　
　内
倉
）

門
き
や
く
人

（
門
客
人
社
）

遊
鶴
坊

い
け

（
池
）橋

稲
田

（
女
体
宮
）

大
ほ
り

　
ゐ
わ
ゐ

（
大
祝　岩

井
）

し
ま

む
な
か
た

（
島　宗

像
社
）

江
戸
幕
府
と
氷
川
神
社

分
社
紹
介 

渋
谷
氷
川
神
社 

―
境
内
約
四
千
坪
の
渋
谷
最
古
の
神
社
―

「
正
保
年
中
氷
川
社
古
図
」

岩
井
隆
興
氏
蔵
　
正
保
二
年（
一
六
四
五
）
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地
域
の
氏
神
神
社
紹
介
⑦

　
当
社
は
武
蔵
国
の
一
宮
と
し

て
広
く
守
護
し
て
お
り
ま
す
が
、

当
社
以
外
に
も
古
く
か
ら
「
村

の
鎮
守
」、
地
域
の
氏
神
様
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
掲
載
の
五
社
は
祭

典
の
折
に
当
社
神
職
が
出
向
致

し
ま
す
。

　
特
徴
の
あ
る
信
仰
と
し
て
は
、

②
の
石
上
神
社
は
疱
瘡
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
た
神
社
で
あ
る

事
か
ら
赤
い
幣
神
を
祀
り
ま
す
。

ま
た
、
④
の
浅
間
神
社
の
初
山

祭
で
は
、
初
山
参
り
を
し
た
一

歳
の
赤
ち
ゃ
ん
の
額
に
朱
印
が

押
さ
れ
ま
す（
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中
止
し
て
お
り
ま
す
）。

埼玉県内の神社は埼玉県神社庁のホーム
ページで検索頂けます。
http://www.saitama-jinjacho.or.jp/search/

浅間神社
さいたま市大宮区浅間町
7月　初山祭

④

三橋
上小町

桜木町

大成町

土手町

宮町

大門町

仲町
下町

東
町

大原
浅間町

吉敷町

吉敷町

天沼町

堀の内町
高鼻町

寿能町

土呂町

盆栽町

櫛引町

日進町

奈良町

別所町

宮原町

本郷町

今羽町

吉野町

植
竹
町

東
大
成
町

大
成
町

見沼

北袋町

櫛
引
町

錦
町

①

②

③

④⑤

北 区

大宮区

石上神社　赤い幣神浅間神社　初山参り

宗像神社（土呂弁天講）
さいたま市北区土呂町
1月　祈年祭  

①

石上神社
さいたま市北区東大成町
4月　例祭

②

白山神社
さいたま市大宮区堀の内町
9月　例祭

③

神明神社
さいたま市大宮区桜木町
4月　例祭

⑤
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第
二
十
六
号
は
七
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

ホーム
ページ

インスタ
グラム ツイッター

五
月
～
六
月
の
行
事
、
催
事
の
ご
案
内

　夏の特別紙朱印の他、最新のお知ら
せはホームページ、SNSでお知らせ致
します。
　また、諸事情によりお参り出来ない
方には、ホームページにて郵送祈祷、
郵送神札の御案内を行っております。

お
お
み
や
盆
栽
春
ま
つ
り

第
四
十
二
回 

大
宮
薪
能

夏
越
大
祓

蛍
放
生
祭
及
び
鑑
賞
会

・
日
程
　 
五
月
三
日（
水
・
祝
）～
五
日（
金
・
祝
）

　
　
　
　 （
三
日（
水
・
祝
）は
大
宮
駅
東
口

銀
座
通
り
の
み
）

・
会
場
　
参
道

・
日
程
　
五
月
十
二
日（
金
）十
三
日（
土
）

・
会
場
　
舞
殿

・
日
程
　
六
月
三
日（
土
）、
四
日（
日
）

・
放
生
祭
斎
場
　
舞
殿

・
鑑
賞
会
会
場
　
本
殿
西
側
水
路
、蛇
の
池

さいたま市商業振興課
048-829-1364

（土・日・祝休）

茅の輪守　大・小
各1,000円

お問い合わせ先

（公社）さいたま観光国際協会
048-647-8339

（土・日・祝休）

お問い合わせ先

氷川マルシェ同時開催

・
神
事
日
程

　
六
月
三
十
日（
金
）

　
　
午
後
二
時
～

・
斎
場
　
舞
殿

　
茅
の
輪
は
六
月
十
七
日

　
～
七
月
二
日
ま
で
設
置

6月17日より
授与開始です

特別紙朱印　各500円

「茅の輪くぐり」「ほたる」 「ほたる」

５月20日授与開始 ６月17日授与開始


